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(A)西ヨー ロ ッパ諸方言の言語 類型学的研究
66年4月～9月,堀 井所 員は アテネ ・ロー
マ ・フィレンツェ ・ジュネー ヴ ・パ リ ・シャ
ル トル ・プロワ ・オル レアン ・ス トラズブー
ル ・マ ドリッ ド・バル セロナ ・その他 の各地
をまわ り,方 言資料を蒐集 した。
(B)禅宗 教団の発展 に関す る基礎的研究
66年6月～12月,鈴 木泰所員 は東京教育大
学 芳賀幸 四郎教授 らとの共同研究の一環 と し
て,の べ19日間にわた り美濃 ・大和 ・駿河 ・
遠江 ・伊豆 ・相模 ・三河の禅宗寺院23力寺 を
調 査 した。各寺院では寺院本末関係 ・世代法
系 図 ・教 団機構関係文 書の採訪 ・撮影を おこ
な ったが,所 期の 目的のほか,足 柄山 中の最
乗寺 に於 て天狗 信仰 に発 す る鎮 火祭 の資料,






















日,川越 ・島本 ・後藤 ・牧野 ・中田各所員は
愛知大学文学部学生(社 会学科)の べ30名と
共に,そ れぞれ三重県志摩郡大王町船越 ・三
重県庁 ・志摩郡浜島町浜島を調査 し,漁業 ・
村落 ・家族などに関する諸資料を蒐集 した。
なおこの調査の一部には森所員も参加 した。























































































































中田 実 夏 目 隆文
中出 惇 堀井令以知













るため,本 年6月1日 以来 「郷土研所内報」
(不定期)を 発行 しはじめた。
任期満了にともなう所長改選の結果,久 曽
神昇前所長が再選 された。
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